◎街を歩いていると…【キャッチセールス】
登場人物：ヒロ子
　　　　　勧誘員
　　　　　エステティシャン



ナレーション
　ヒロ子は18歳。最近，ファッションやオシャレにとても関心があります。
　ある日曜日，ヒロ子が街でウィンドウショッピングを楽しんでいると，女の人が声をかけてきました。




勧誘員　　ちょっとすみません。　あなた，学生さんですか？
ヒロ子　　はあ…
勧誘員　　そう。それはちょうど良かった。実は今，学生の方を対象に，お肌の健康についてのアン　　　　　
　　　　　ケートを取っているんですが，答えてもらえますか？
ヒロ子　　アンケートですか？
勧誘員　　はい。簡単なアンケートですぐ終わりますし，答えていただいた方には，化粧品のサンプ　　　　　ルをプレゼントしています。
ヒロ子　　すぐ済むのなら，いいかな。サンプルも貰えることだし…　①
勧誘員　　（アンケート用紙を渡しながら）それでは，これに記入をお願いします。
ヒロ子　　（アンケート用紙を受け取り，適当に○をつけて）はい。これでいいですか？
勧誘員　　ありがとうございます。書いてもらっている間に見ていたんだけど，あなた，普段お肌の　　　　　手入れをきちんとしてます？
ヒロ子　　いえ，洗顔だけで特には…
勧誘員　　ちょっと，肌が荒れているみたいですね。もったいないな。せっかくきれいな顔立ちをさ　　　　れているのに… 
ヒロ子　　え，そうですか？
勧誘員　　スキンケアって言うと，とにかく洗顔すればいいと思っている人が多いけど，自分の肌に　　　　　合わない洗顔料で洗っていると，かえって肌の状態を悪化させてしまうんですよ。
　　　　　今ちょうど，無料でお肌のチェックをしているんですけど，せっかくの機会だからやって　　　　　みませんか？　
ヒロ子　　無料なんですか？
勧誘員　　はい。本当は3,000円ぐらい料金がかかるんですけど，今，ウチの研究室で肌の研究のためのデータを集めているので，特別に無料で診断しているんです。
ヒロ子　　えー，でもぉ…
勧誘員　　10分程度でチェックは終わりますから，お願いしますよ。自分の肌の特徴を知っておくと，これからのオシャレにも役立つし，いい話だと思いますよ。
ヒロ子　　そうねえ。じゃあ，ちょっとだけなら…　②

　ヒロ子が勧誘員に案内されて行くと，そこはエステティックサロンでした。


エステティシャン　　いらっしゃいませ。どうぞこちらにお座りください。
（ヒロ子言われるままに椅子に座る）
（エステティシャンは，ヒロ子の顔の数カ所に器具をあてた後，パソコンの画面を見ながら）
エステティシャン　　とても，きめが細かいお肌ですね。でも，そのぶん敏感だから，乾燥肌になって，しみや小じわができているわ。特に目の下のあたり。
ヒロ子　　　　えーっ，しみや小じわができてるの！超ショック！
エステティシャン　　でも，早く分かって良かったですよ。あと半年遅かったら，とり返しのつかないところだったけど。
ヒロ子　　　　まだ大丈夫なんですか？
エステティシャン　　そうね。今からきちんとお手入れを始めれば，あなたはまだ若いし，肌の回復も早いから大丈夫よ。
ヒロ子　　　　お手入れって？
エステティシャン　　（いかにも，資料をみて考えるそぶりで）そうねえ。あなたの肌にピッタリなのはこの化粧品ね。これは，プロのエステティシャン用に開発された化粧品だから，エステに合わせてこれを使うと，お化粧の乗りも全然違ってくるのよ。これ，女優の○○○○(有名な美人女優の名前)も使ってるんですって。
ヒロ子　　　　へえ，○○○○も！
エステティシャン　　あなたには，是非エステとこの化粧品をセットで試してほしいな。
　　　　　　　今でもこんなにチャーミングなんだから，ちょっとお手入れしただけで○○○○に負けないくらい魅力倍増すること間違いなし！
ヒロ子　　　　え―っ，そうですかあー。でも，私お金ないし…
エステティシャン　　今なら化粧品とセットのお試しコースというのがあるんですよ。これならクレジットを組めば月々5,000円と，お小遣いの範囲で済むから心配はいりませんよ。
　　　　　　　症状の軽いうちに始めた方がそれだけ費用も少なくて済むよ。
ヒロ子　　　　うーん，どうしよう…
エステティシャン　　始めるんなら，お試しコースのある今のチャンスを逃がす手はないですよ。
ヒロ子　　　　5,000円はちょっときついけど，それで○○○○みたいにきれいになれるのなら思いきってやってみようかな？　③
エステティシャン　　そうこなくっちゃ！それではこの用紙にサインしてくださいね。

＜展開＞
　　　　①～③の部分で，自分ならどうするか考えてみよう。
＜参考事項＞
· キャッチセールス（p.18）　○特定継続的役務提供（p.27） ○未成年者契約（p.13）
· クーリング・オフ（p.8）　 ○中途解約権（p.10）








◎ＳＮＳのメッセージ交換をきっかけに…【アポイントメントセールス】
登場人物：ショウタ
　　　　　あゆみ（女子大生を装った勧誘員）
　　　　　販売員（男性）



ナレーション
　ショウタは21歳の大学生。ワンルームマンションで一人暮しをしています。ある日曜日，行く所もなくて退屈していると，ＳＮＳにメッセージが入りました。



ショウタ　　誰からだろう？　お友達になりませんか？か…
（あゆみのナレーション）
あゆみ　　　市内に住む女子大生です。ショウタさんのＳＮＳ見ました。ショウタさんてセンス良いんですね。私もオシャレ大好きなんです。いろいろ教えてほしいなぁ。　ｂｙあゆみ
ショウタ　　ヘえ，趣味合うかも。写真も可愛いし，話してみるのもいいかな。どうせ暇だし，返事してみよう。（メッセージを送る動作をする）
　ショウタが送ったメッセージをきっかけに2人はメッセージ交換を繰り返し，携帯の番号を交換したところ，さっそくあゆみから電話がかかりました。



（あゆみのナレーション）
あゆみ　　　もしもし，ショウタさん？　私，あゆみ。携帯の番号教えてくれて嬉しかったです。
　　　　　　ショウタさんのメッセージ，とても楽しくて話が合いそうだったから，直接会いたいなと思ってたんです。
ショウタ　　あ，ボクも…
あゆみ　　　ほんと？嬉しい！だったら，ショウタさん，次の日曜日とか，何か予定があります？
ショウタ　　いや，特にないけど…
あゆみ　　　私，今ジュエリーデザインの勉強をしていて，ちょうど次の日曜日に有名な先生の展示会があるんだけど，一緒に見に行きませんか？
ショウタ　　あ，いいですよ。　①
　あゆみから積極的に誘われ，ショウタはちょっとイイ気分です。
　次の日曜日，ショウタはあゆみと待ち合わせた展示会の会場へ出かけて行きました。
　あゆみに案内されて入ってみると，会場の陳列ケースの中に，たくさんの指輪やネックレスなどが並べられていました。
　２人が見て回っていると，男の人が声をかけてきました。






販売員　　　どれもステキでしょう。
あゆみ　　　ほんと，きれいですねえ。
販売員　　　（ショウタに向かって）彼の方は，いかがですか？
ショウタ　　いや，宝石のことはよくわからないので…
販売員　　　わからなくても，自分の好みでいいんですよ。例えば，この棚の指輪の中で，好きなデザインを１つ選んでくださいと言ったら，あなたはどれを選びますか？
ショウタ　　（適当に指差す）　うーん，これかな？
あゆみ　　　えっ，ほんと！私もそれが一番いいなって思ってたのよ。
販売員　　　すごい！　分からないなんて言って，お二人とも目が高いじゃありませんか。これは，昨年全国のコンテストで大賞をとったデザイナーの新作で，若い方向けのジュエリーデザインでは，今このデザイナーの右に出る者はいないと言われているんですよ。
あゆみ　　　（輪を自分の指にはめて見て）ほんとにステキ！ ショウタさん，やっぱりセンスいいんですね。
販売員　　　いや，びっくりだなあ。まるで彼女のためにデザインされたみたいに，よく似合ってますよ。ね，彼もそう思うでしょう。
ショウタ　　はあ，そうですね。（よくわからないまま，あいづちを打つ）
あゆみ　　　いいなあ，欲しくなっちゃう。
販売員　　　（ショウタに向かって）かわいい彼女のために，１つプレゼントされてはいかがですか？
　　　　　　今回は特別に，30万円のお値段がついてますが，本来なら２倍はするお値打ち品です。
ショウタ　　えっ！ボクが？いや，でも…30万円なんてお金ないし…
販売員　　　クレジットにすれば，月々のお支払いはお小遣いの範囲で充分です。彼女がこんなに気に入っているのを見たら，男としては思いきるしかないでしょう！
ショウタ　　はあ，そうですね…　②
あゆみ　　　（大げさに）えーっ！嬉しい！ありがとうショウタさん。
販売員　　　それでは，クレジットの申込書にサインをお願いします。
　よくわからないまま返事をしていると，いつの間にか指輪を買うことになっています。ショウタはあゆみに嫌われたくなくて，断れないまま契約書にサインをしました。しかし，数日後…



ショウタ　　こんどの日曜日，あゆみさんをデートに誘ってみようかな！（スマホで電話を掛ける）
　（テープの声で）｢お客様がおかけになった電話番号は，現在使われておりません。もう一度番号をお確かめの上おかけ直しください。｣



ショウタ　　番号を間違えたのかな？（番号を掛け直す）
　何度かけ直しても，あゆみにはつながらず，ＳＮＳのデータも削除されていました。そのまま，あゆみとは連絡がとれなくなり，ショウタにはクレジットの支払いだけが残りました。




ショウタ　　ウッソー，マジかよ。
＜展開＞
　　　　　部分について，あなたならどうしますか？
＜参考事項＞
· アポイントメントセールス（p.18）　○クーリング・オフ（p.8）







◎志望校に合格確実と言われて…【訪問販売，特定継続的役務提供】
登場人物：セイコ（カツヤの母）
　　　　　カツヤ（高校3年生）
　　　　　販売員

[bookmark: _GoBack]

ナレーション
　カツヤは高校3年生。入試を半年後にひかえて塾にも通っていますが，成績の伸びが今一つで，母親のセイコさんは心配でたまりません。
　そんなところへ，ある日電話がかかってきました。




販売員　　もしもし，カツヤ君のお母さんでいらっしゃいますか？
セイコ　　はい，そうですけど。
販売員　　私は，家庭教師派遣会社の者ですが，カツヤ君は確か受験生でいらっしゃいますよね。　①
　　　　　受験対策は充分にしておられますか？
セイコ　　はあ，いちおう塾には通ってますけれど…
販売員　　そうですか。きっと，お出来になるんでしょうねー。
セイコ　　いえ，それが先日の模擬試験でも成績がいま一つで，第一志望の大学が危ないんじゃないかと思って心配しているんです。
販売員　　塾はどうしても大勢の生徒を教えますので，画一的になっちゃうんですよね。その点，家庭教師であれば，カツヤ君の実力に合わせて完全にマンツーマンで指導することができます。受験勉強にはコツがあるんですよ。明日お伺いしますので，お話だけでも聞いてください。
セイコ　　はあ，話だけなら…
　次の日，カツヤの家に販売員が訪ねてきました。
　カツヤも呼ばれ，販売員から持ってきたテストをやってみるように言われて，問題を解いてみましたが，けっこう難しくて半分しかできませんでした。




販売員　　これを見ると，どうも理解力にムラがあるようですね。
セイコ　　ムラですか？
販売員　　はい。全体的には分かっているのに，ある一部分だけ理解が不充分なために，応用問題でつまずいています。カツヤ君はどこの大学を希望しているの？
カツヤ　　○○大学です。
販売員　　ふーん，そうかー。惜しいですよねえ。カツヤ君には，充分○○大に行ける実力はあるのに… 
セイコ　　えっ，○○大に行ける実力はあるんですか？
販売員　　そうですよ。でも，勉強のやり方を変えて，ウィークポイントの克服をしなければ合格は難しいでしょうね。
カツヤ　　どうすればいいんですか？
販売員　　（おもむろに教材の見本を取り出して）私どもの派遣する優秀な家庭教師であれば，我が社が独自に開発したこの教材を使って，徹底した指導を行いますので，ウィークポイント克服は確実です。
セイコ　　家庭教師ねえ…
販売員　　家庭教師の料金は，週1回2科目で1ヶ月が2万円です。塾に比べれば安いものですよ。
　　　　　カツヤ君，受験勉強ってけっこうツライでしょう？
カツヤ　　ええ，まあ…
販売員　　それは，間違った勉強のやり方でいくら頑張っても，効果が実感できないからです。
　　　　　その点，ウチは，「苦手な箇所を教えてもらえるだけじゃなくて，勉強方法のコツもわかって，受験勉強が苦にならなくなった。」と皆様から感謝していただいているんですよ。
　　　　　カツヤ君，どう？やってみない？君なら，ちょっと頑張れば○○大合格は確実だよ！
カツヤ　　○○大に合格できるのなら，ボク，やってみようかな。　②
セイコ　　えっ？やってみるの？
販売員　　お母さん，カツヤ君のやる気は本物ですよ。カツヤ君なら大丈夫。ね，カツヤ君を信じてください。
セイコ　　そうねえ。カツヤがこうしてやる気になったんだから，じゃあ，来月から来ていただこうかしら。
販売員　　そうしてください。とりかかりは少しでも早い方がいいですよ。それでは，ココとココにサインをお願いします。
セイコ　　はい。ココとココでいいんですね。(中味も見ずにサインする)　③
　数日後，カツヤの家に大きなダンボール箱で宅配便が届きました。開けてみると，箱の中には山のような教材が入っていました。



セイコ　　なあにこれ？　教材って家庭教師の先生が持ってくるんじゃないの？ 
　あわてて契約書を出してみると，契約書は教材の購入と家庭教師派遣の2種類に分かれており，教材一式の値段は60万円になっていました。



セイコ　　ウソ！教材一式の購入契約になってるわ。家庭教師の話ばかりしていて，教材をこんなに送ってくるなんて，聞かなかったわよ。
カツヤ　　ひえー，こんなにやるの？見ただけでウンザリだよ。
＜展開＞
○　　　　①について，業者はなぜカツヤが受験生であることを知っていたのでしょうか？
○　　　　②，③の部分について，あなたはならどうしますか？
＜参考事項＞
· 特定継続的役務提供（p.27）　○クーリング・オフ（p.8）　〇中途解約権（ｐ.10）
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